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1 は じ め に

宮城県で1997年に奨励品種に採用された「 まなむすめJ

は,「 ひとめばれ」に比べ,い もち病抵抗性や耐倒伏性が

強い。これらの特性はケイ酸との関わりが深いとされてい

る。「 まなむすめJについて生育期間と成熟期の無機成分

について検討 した。その結果,窒素,ケ イ酸, リン酸につ

いて以下のような結果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

0)圃場条件 (1997年 ,1998年 )

場所 :宮城県古川農業試験場 (細粒強グライ土)

試験区面積 :16 2ni(1997年),27 0nf(1998年 )の 2

反復

8)移植日及び栽植様式

移植日 :5月 13日 (1997年),5月 11日 ,20日 (1998年 )

栽植密度 :222株/デ (1997年 ,1998年 )

植付け本数 :5本/株 (1997年 ,1998年)

3)施肥窒素量

基肥窒素 :両品種とも0 5kg/a(「 ひとめばれ」の標準

量)

追肥窒素については表 1の とおり。

に, 分析法

葉 色 :葉緑素計 (ミ ノルタ製 SPAD-502)

表 1 試験区の構成

窒 素 :蒸留法

リン酸 :ト ルオーグ法

ケイ酸 :重量法

3 試験結果及び考察

(D 生育期間における葉色と窒素,ケ イ酸の推移

穂首分化期,幼穂形成期,減数分裂期の各ステージにお

いて,「まなむすめ」は「 ひとめぼれ」に比べ.葉色は淡

く経過した。 しかし,精玄米重は「ひとめばれ」と同等か

優り,葉色が淡くても収量 レベルは「 ひとめばれJに比べ
,

劣らなかった (表 2)。

葉身の窒素含有率の推移をみると,「 まなむすめ」はい

ずれの追肥区とも穂首分化期から成熟期まで葉身の窒素含

有率が「 ひとめばれ」に比べ低 く経過 した (図 1)。

葉身のケイ酸含有率の推移をみると,「 まなむすめ」 は

穂首分化期から成熟期まで葉身のケイ酸含有率が「ひとめ

ばれ」に比べ高く推移 した (図 2)。

同じ窒素レベルでのケイ酸含有率をみるために葉身,茎
のケイ酸と窒素含有率の濃度比の推移について検討した。

その結果,穂首分化期から成熟期を通して「まなむすめJ

のケイ酸/窒素濃度比は「ひとめばれJに比べ,高 く推移

した。 したがって,同 じ窒素 レベルにおいて「まなむすめ」

は「ひとφばれ」よリケイ酸含有率が高いことが示唆され
た (図 3,4)。

9)成熟期におけるケイ酸,リ ン酸分配率と収量

穂へのリン酸分配率 (成熟期における穂のリン酸含有量

/成熟期における地上部のリン酸含有量 ×100)と 収量に

は正の相関がみられた (図 5)。  これは,胚乳細胞に転流

したショ糖がデンプンに生合成される際,リ ン酸が要求さ

れるためと考えられる。茎のケイ酸含有率が10%程度まで
まなむすめ 2-0 02       -
ひとめばれ        ol      ol

表 2 成熟期の生育及び収量と生育期の葉色

出穂 成熟 稗長 穂長 穂数 倒伏 精玄米重`1 -穂  留当 千粒重・
2    

葉 色
区 名    期  期          程度  >1 8mm 籾数 籾数 >1 8ml穂首  幼穂  減数

まなむすめ 1-18/119/23820 193 427 05 611 103 664 283 238  368 321  283
まなむすめ  2-0 8ノ/11 9/23 81 2  193  406   04  596  101  692  281   237   341   308   315

ひとめばれ    8/119/23819 188 468 07 593 100 620 289  220  384  351  324
注 *1, *2 水分155%換算

倒伏は0(無倒伏)～ 4(完全倒伏)の 5段階評価
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図 1 葉身の窒素含有率の推移
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図2 葉身のケイ酸含有率の推移
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図4 茎のSi02/N濃度比の推移
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図6 成熟期の茎のケイ酸含有率と穂へのリン酸分配率

量は「ひとめばれJと 同等か優った。

また,ケ イ酸含有率が「ひとめばれJよ り高く, このこ

とは,「 ひとめばれ」に比べ,い もち病抵抗性と耐倒伏性

が強い要因の一つと考えられた。

0)穂へのリン酸分配率と収量には正の相関がみられ
,

穂へのリン酸分配率と茎のケイ酸含有率の間にも同様の関

係がみられた。「まなむすめJは「ひとめばれJに比べ
,

茎のケイ酸含有率の低下に伴う穂へのリン酸分配率の低下

傾向が大きかった。今後はケイ酸施用と収量の関係につい

て検討する必要がある。
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図5 穂へのリン酸分配率と収量

は穂へのリン酸分配率との間には正の相関がみられた (図

6)。 これは,ケ イ素の吸収によってイネ地上部の鉄,マ

ンガン濃度が低下 し,リ ンの鉄,マ ンガンに対する割合を

高め,リ ンの転流を促進 したと思われる ヽ

「まなむすめJと「ひとめばれJを比べると,ケ イ酸含

有率が低い場合の穂へのリン酸分配率の低下の程度は「ま

なむすめJの方が「ひとめぼれJに比べ大きかった。この

ことから「まなむすめJはケイ酸含有率が低 くなった場合

には収量の低下が懸念されるので,ケ イ酸含有率を低下さ

せないことが重要と考えられた。

4 ま め

0)「まなむすめ」は「ひとめばれJに比べ生育期間中  1)
の葉色が淡く経過 し,窒素含有率が低かった。 しかし,収
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